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検査項目 測定法参考文献

蛋白・膠質反応
総蛋白（TP）

金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：473 ～ 480, 2005.
C. P. Flack, et al：Clin. Chem. 30（4）：559 ～ 561, 1984.

アルブミン（Alb） 〆谷　直人：日本臨牀 67（増刊号 広範囲 血液・尿化学検査，免疫学的検査(第7版) 1）： 224, 2009.
尿中アルブミン 舛方　栄二：検査と技術 33（7）：625 ～ 630, 2005.
尿中アルブミン（クレアチニン換算値） 舛方　栄二：検査と技術 33（7）：625 ～ 630, 2005.
A/G比 浅井　孝道：検査と技術 7（10）：815 ～ 820, 1979.

酵素および関連物質
CK（CPK） 日本臨床化学会：臨床化学 19（2）：184 ～ 208, 1990.
CK-MB（CPK-MB） 米田　孝司,他：臨床検査機器・試薬 22（1）：51 〜 56,1999.
AST（GOT） 日本臨床化学会：臨床化学 18（4）：226 ～ 230, 1989.
ALT（GPT） 日本臨床化学会：臨床化学 18（4）：250 ～ 254, 1989.
LD（LDH）IFCC 日本臨床化学会：臨床化学 18（4）：211 ～ 262, 1989.
アルカリフォスファターゼ（ALP）IFCC Schumann et al：Clin Chem Lab Med 49（9）：1439 ～ 1446, 2011.
骨型アルカリフォスファターゼ（BAP） 倉澤　健太郎,他：医学と薬学 55（2）：279 ～ 285, 2006.

γ-GT（γ-GTP）
日本臨床化学会：臨床化学 24（2）：106 ～ 121, 1995. 
日本臨床化学会：臨床化学 30（3）：171 ～ 184, 2001.

コリンエステラーゼ（ChE） 日本臨床化学会：臨床化学 32（2）：162 ～ 179, 2003.
ロイシンアミノペプチダーゼ（LAP） 堺　隆弘：日本臨牀 53（増刊号1）：303 ～ 306, 1995.
アミラーゼ（AMY） 日本臨床化学会：臨床化学 34（4）：350 ～ 361, 2005.
リパーゼ Shigeyuki Imamura, et al：Clin. Chem. 35（6）：1126, 1989.
骨型酒石酸抵抗性酸性フォスファターゼ(TRACP-5b) 西沢　良記,他：医学と薬学 54（5）：709 ～ 717, 2005.

N-アセチルグルコサミニダーゼ（NAG）
千住　紀,他：臨床病理 33（12）：1407 ～ 1412, 1985.
芝　紀代子,他：臨床検査 32（11）：1222 ～ 1232, 1988.

MMP-3 （マトリックスメタロプロテイナーゼ-3） 氏家　真二,他：医学と薬学 67（5）：741 ～ 747, 2012.

低分子窒素化合物
クレアチニン 小島　進,他：日本臨牀 53（増刊号1）：460 ～ 463, 1995.
シスタチン C 佐藤　弘恵,他：モダンメディア 52（4）：109 ～ 114, 2006.
尿酸（UA） 西岡　久寿樹：日本臨牀 43（秋季増刊上巻）：247 ～ 250, 1985.

尿素窒素（UN）
金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：496 ～ 499, 2005.
Heinrich Kaltwasser et al：Analytical Biochemistry 16（1）：132 ～ 138, 1966.

アンモニア 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：507 ～ 510, 2005.

糖質および関連物質
グルコース 前川　聡,他：日本臨牀 53（増刊号1）：527 ～ 531, 1995.
ヘモグロビンA1c(HbA1c)(NGSP) 清水　章,他：日本臨床検査自動化学会会誌 25（5）：629 ～ 635, 2000.
グリコアルブミン 古川　聡子,他：医学検査 61（1）：95 ～ 98, 2012.

脂質および関連物質
中性脂肪（TG）

福井　巌,他：日本臨牀 40（秋季増刊）：264 ～ 276, 1982.
日本動脈硬化学会：動脈硬化性疾患診療ガイドライン2002年度版：5 ～ 7, 2002.

リン脂質 鈴木　博,他：日本臨牀 53（増刊号1）：623 ～ 626, 1995.
総コレステロール（T-Cho） 日本動脈硬化学会：動脈硬化性疾患診療ガイドライン2002年度版：5 ～ 7, 2002.
HDL-コレステロール 平井　信弘,他：医学検査 55（3）：202 ～ 207, 2006.

LDL-コレステロール
石田　千春,他：PROGRESS IN MEDICINE 20（9）：1869 ～ 1872, 2000.
佐伯　仁志,他：臨床検査機器・試薬 21（5）： 496 ～ 502, 1998.

総胆汁酸 今野　稔：臨床検査機器・試薬 16（3）：472 ～ 479, 1993.
リポプロテイン（a） 野村　秀一,他：代謝 28（4）：265 ～ 274, 1991.

ビタミンおよび関連物質
ビタミンB12 中森　誠,他：医療と検査機器・試薬 27（3）：215 ～ 221, 2004.
25OHビタミンD（骨粗鬆症） 岡崎　亮：モダンメディア 63（3）：47 ～ 50, 2017.
25ヒドロキシビタミンD（くる病・骨軟化症） 岡崎　亮：モダンメディア 63（3）：47 ～ 50, 2017.
葉酸 西村　和子,他：生物試料分析 35（4）：299 ～ 308, 2012.

電解質・血液ガス
Na（ナトリウム） 木野内　喬：日本臨牀 53（増刊号1）：748 ～ 752, 1995.
K（カリウム） 木野内　喬：日本臨牀 53（増刊号1）：753 ～ 757, 1995.
Cl（クロール） 木野内　喬：日本臨牀 53（増刊号1）：758 ～ 761, 1995.
Mg（マグネシウム） 荒川　泰行：日本臨牀 53（増刊号1）：762 ～ 768, 1995.

Ca（カルシウム）
赤津　拓彦：日本臨牀 53（増刊号1）：769 ～ 771, 1995. 
金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：569 ～ 574, 2005.
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P（無機リン）
John A. Daly et al：Clin. Chem. 18（3）：263 ～ 265, 1972. 
金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：574 ～ 577, 2005.

浸透圧 鈴木　明,他：検査と技術 6（9）：759 ～ 762, 1978.

生体微量金属

鉄（Fe）
松原　高賢：鉄と血色素-その測定法と臨床-（南江堂）：157 ～ 164, 1963.
D. H. Jung, Ph. D, et al：Am. J. Clin. Pathol. 54（6）：813 ～ 817, 1970.
金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：579 ～ 581, 2005.

総鉄結合能（TIBC） 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：581 ～ 583, 2005.

不飽和鉄結合能（UIBC）
W. N. M. Ramsay：Clinica Chimica Acta 2（3）：221 ～ 226, 1957.
金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：581 ～ 583, 2005.

Cu（銅） Abe A et al：Clinical Chemistry 35（4）：552 ～ 554, 1989.
Zn(亜鉛) 井上　哲,他：医療と検査機器・試薬 41（3）：283 ～ 287, 2018.

生体色素関連物質
総ビリルビン（T-Bil） 徳田　邦明,他：臨床化学 22（2）：116 ～ 122, 1993.
直接ビリルビン 徳田　邦明,他：臨床化学 22（2）：116 ～ 122, 1993.
間接ビリルビン 徳田　邦明,他：臨床化学 22（2）：116 ～ 122, 1993.

抗菌薬
バンコマイシン 清水　直也,他：TDM研究 14（2）：168 ～ 173, 1997.

抗てんかん薬
カルバマゼピン J. J. MacKichan et al：Br. J. Clin. Pharmacol. 12（1）：31 ～ 37, 1981.
フェノバルビタール Daniel R. Henderson et al：Clin. Chem. 32（9）：1637 ～ 1641, 1986.
フェニトイン Henn Kutt et al：Arch Neurol. 11（6）：642 ～ 648, 1964.
バルプロ酸 David Chadwick：Am. J. Med. 84（1）：3 ～ 6, 1988.

循環器用薬
ジゴキシン John Lindenbaum et al：N Engl J Med 285（24）：1344 ～ 1347, 1971.
ジソピラミド 扇谷　茂樹,他：臨床検査機器・試薬 6（2）：520 ～ 523, 1983.

薬物（その他）
テオフィリン Jacob V. Aranda et al：N Engl J Med 295（8）：413 ～ 416, 1976.

血液一般・形態検査
血液一般検査 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：268 ～ 280, 2005.
網赤血球数（RET） 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：280 ～ 281, 2005.
末梢血液像 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：295 ～ 316, 2005.
鼻汁喀痰中好酸球数 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：857 ～ 858, 2005.

凝固・線溶関連検査
活性化部分 トロンボプラスチン時間（APTT） 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：410 ～ 412, 2005.
プロトロンビン時間（PT） 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：413 ～ 416, 2005.
フィブリノーゲン（FIB） 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：419 ～ 421, 2005.
FDP定量 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：447 ～ 451, 2005.
Dダイマー 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：447 ～ 451, 2005.
アンチトロンビンⅢ（ATⅢ） 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：434 ～ 436, 2005.
α2プラスミンインヒビター・ プラスミン複合体（PICテスト） 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版 （金原出版）：458 ～ 459, 2005.

視床下部・下垂体ホルモン
プロラクチン 岩佐　武,他：産婦人科治療 87（2）：243 〜 251, 2003.
黄体形成ホルモン（LH） 花田　浩之,他：医学と薬学 54（3)：387 ～ 394, 2005.
卵胞刺激ホルモン（FSH） 花田　浩之,他：医学と薬学 54（3)：387 ～ 394, 2005.
甲状腺刺激ホルモン（TSH） 北川　亘,他：医学と薬学 78（1）：59 ～ 70，2021．

甲状腺ホルモンおよび結合蛋白
遊離トリヨードサイロニン（Free T3） 矢野　美沙紀,他：医学と薬学　77（5）：793 ～ 804, 2020.
遊離サイロキシン（Free T4） 矢野　美沙紀,他：医学と薬学　77（5）：793 ～ 804, 2020.
サイログロブリン 森田　新二,他：医学と薬学 49（5）：797 〜 805, 2003.

副甲状腺ホルモン
副甲状腺ホルモン（PTH）-インタクト 三浦　雅一,他：医学と薬学 63（1）：121 〜 126, 2010.
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副腎皮質ホルモンおよび結合蛋白
コルチゾール 古屋　実,他：医学と薬学 74（7）：819 ～ 830，2017.

性腺・胎盤ホルモンおよび結合蛋白
エストラジオール（E2） 岩佐　武,他：産科と婦人科 73（1）：133 ～ 140, 2006.

膵・消化管ホルモン
C-ペプチド（CPR） 近藤　啓,他：日本臨床検査自動化学会会誌 33（2）：190 ～ 195, 2008.

内分泌学的（その他）
ヒト心房性ナトリウム利尿ペプチド（HANP） 積田　智佳,他：医療と検査機器・試薬 36（5）：699 ～ 704, 2013.
ヒト脳性ナトリウム 利尿ペプチド（BNP） 辻　哲,他：医療と検査機器・試薬 27（1）：31 ～ 36, 2004.
ヒト脳性ナトリウム利尿ペプチド前駆体N端フラグメント（NT-proBNP） 吉田　大輔,他：医療と検査機器・試薬 42（1）：43 〜 49, 2019．

腫瘍関連抗原
癌胎児性抗原（CEA） 黒田　雅顕,他：医学と薬学 56（5）：757 ～ 764, 2006.
α-フェトプロテイン定量（AFP） 黒田　雅顕,他：医学と薬学 56（5）：757 ～ 764, 2006.
CA125 黒田　雅顕,他：医療と検査機器・試薬 29（6）：589 ～ 596, 2006.
CA15-3 黒田　雅顕：医療と検査機器・試薬 29（6）：589 ～ 596, 2006.
CA19-9 黒田　雅顕,他：医学と薬学 56（5）：765 ～ 770, 2006.
SCC 羽田　真理子,他：医学と薬学 52（1）：101 ～ 105, 2004.
前立腺特異抗原（PSA） 黒田　雅顕,他：医学と薬学 56（3）：449 ～ 454, 2006.
PSA F/T比タンデム 野村　朋子,他：医学と薬学 51（1）：179 ～ 186, 2004.
プロステートヘルスインデックスセット(phiセット) 伊藤　一人：臨床検査 57（12）：1448 ～ 1456, 2013.
シフラ(CYFRA) (サイトケラチン19フラグメント) 河合　忠,他：臨床検査機器・試薬 16（6）: 1232 ～ 1238, 1993.
NSE（神経特異エノラーゼ） 有吉　寛：癌の臨床 30（6）: 569 ～ 573, 1984.
PIVKA-Ⅱ〔CLEIA〕 高津　和子,他：臨牀と研究 73（11）：2656 ～ 2664, 1996.

ウイルス感染症検査
HBs抗原（HQ） 戸来　孝,他：医学と薬学 72（9）：1569 ～ 1577, 2015.
HBs抗体〔CLIA〕 出口　松夫,他：医学と薬学 74（9）：1137 ～ 1144, 2017.
HCV抗体(第3世代) 林田　栄二,他：医学と薬学 58（6）：881 ～ 885, 2007.
HIV抗原・抗体 桜庭　尚哉,他：医学と薬学 65（5）：663 ～ 672, 2011.

感染症（非ウイルス）関連検査
抗ストレプトリジン-O抗体（ASO） 加野　象次郎：日本臨牀 57（増刊号3）：107 ～ 116, 1999.
梅毒定性RPR〔LA〕 桜庭　尚哉：医学と薬学 63（1）：103 ～ 109, 2010.
梅毒定量RPR〔LA〕 桜庭　尚哉：医学と薬学 63（1）：103 ～ 109, 2010.
梅毒定性TP抗体〔LA〕 桜庭　尚哉,他：医学と薬学 64（5）：751 ～ 758, 2010.
梅毒定量TP抗体〔LA〕 桜庭　尚哉,他：医学と薬学 64（5）：751 ～ 758, 2010.
結核菌特異的IFN-γ T. Meier et al：Eur. J. Clin. Microbiol. Infect. Dis. 24（8）：529 ～ 536, 2005.

自己免疫関連検査
リウマチ因子（RF） 定量 吉野谷　定美：日本臨牀 57（増刊号3）：386 ～ 389, 1999.
抗シトルリン化ペプチド（CCP）抗体 玉井　慎美,他：医学と薬学 64（5）：779 〜 783, 2010.
抗甲状腺ペルオキシダーゼ抗体(抗TPO抗体) 矢野　美沙紀,他：医学と薬学 77（5）：793 ～ 804, 2020.
抗サイログロブリン抗体 矢野　美沙紀,他：医学と薬学 77（5）：793 ～ 804, 2020.

免疫血液学的検査
ABO式血液型 日本臨床衛生検査技師会：輸血・移植検査技術教本（丸善出版）：2、4 ～ 13、22 ～ 25、30 ～ 35、60 ～ 63、152 ～ 166、175, 2016.
Rh（D因子）式血液型 日本臨床衛生検査技師会：輸血・移植検査技術教本（丸善出版）：13 ～ 15、22 ～ 25、30 ～ 35、60 ～ 63、167 ～ 169、175, 2016.
直接クームス試験 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：948 ～ 954, 2005.
間接クームス試験 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：948 ～ 954, 2005.

免疫グロブリン
IgG

櫻林　郁之介,他：臨床免疫 18（7）：595 ～ 603, 1986. 
望月　照次,他：Medical Technology 16（8）：745 ～ 750, 1988.

IgA
櫻林　郁之介,他：臨床免疫 18（7）：595 ～ 603, 1986. 
望月　照次,他：Medical Technology 16（8）：745 ～ 750, 1988.

IgM
櫻林　郁之介,他：臨床免疫 18（7）：595 ～ 603, 1986. 
望月　照次,他：Medical Technology 16（8）：745 ～ 750, 1988.
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補体および関連物質
C3 山岸　安子：Medical Technology 16（12）：1141 ～ 1149, 1988.
C4 山岸　安子：Medical Technology 16（12）：1141 ～ 1149, 1988.

血漿蛋白
β2-マイクログロブリン 伊藤　喜久：日本臨牀 62（増刊号11）：255 ～ 257, 2004.

C反応性蛋白（CRP）定量
大谷　英樹：臨床検査 32（2）：173 ～ 177, 1988.
西田　陽：北里医学 16（6）：393 ～ 401, 1986.

心筋トロポニンT 戸田　圭三,他：医学と薬学 62（2）：331 ～ 340, 2009.
フェリチン 髙橋　和男,他：臨床検査機器・試薬 23（2）：131 ～ 137, 2000.
Ⅰ型プロコラーゲン-N-プロペプチド(total P1NP) 日高　好博：医学と薬学 70（2）：357 ～ 365, 2013.
KL-6 諏訪部　章：検査と技術 38（10）：926 ～ 930, 2010.

アレルギー検査
IgE（非特異的IgE）〔CLEIA〕 冨岡　玖夫：ラボ-トピックス 9（2）： 1 ～ 2, 1988.

尿一般検査
尿一般検査 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：161 ～ 204, 2005.
尿蛋白定量 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：217, 2005.
尿糖定量 後藤　由夫：日本臨牀 53（増刊号1）：133 ～ 137, 1995.
尿沈渣 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：205 ～ 219, 2005.

糞便検査
虫卵〔塗抹〕 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：1088, 2005.
消化状態 金井　泉,他：臨床検査法提要 第 30 版（金原出版）：179 ～ 182, 1993.

一般検査（その他）
蛋白定量(髄液) 金井　正光,他：臨床検査法提要 改訂第32版（金原出版）：257, 2005.
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